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このガイドブックは、

以下のサイトからダウンロードしてご利用いただけます。

http://www.kurara-tochigi.org/
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市民が作った

栃木市への避難・移住ガイドブック

栃木県栃木市を中心とした市民グループ「町ごと疎開・蔵の街とちぎプロ

ジェクト」では、東日本大震災により大きな被害を受けている方々を支援

するため、避難・移住のお手伝いをしたり、避難をされてきた皆さん同士

や栃木の皆さんとのコミュニティをつくるお手伝いとして、イベントや茶

話会、情報交換会を開催する活動を続けています。

このガイドブックは、栃木市への避難や移住を検討している皆さんが、住

み慣れた地を離れ、知らない土地で出来るだけ不安なく生活をスタートで

きるよう、少しでも手助けできればと考えて作成したものです。行政をは

じめ、民間団体、市民活動団体等、各方面に支援拡充を掛け合いつつ、皆

で集めてきた情報を掲載しました。

住み慣れた地を離れ、新たに栃木市にて居を構えた皆さんからもご意見を

頂戴し、必要な情報、あると助かる情報をご案内するべく、ガイドブック

を編纂いたします。

ここ栃木市を中心とした市民の皆さんによる心からの支援の輪も広がっ

てきています。

不安や迷いもあると思いますが、勇気を出して新しい第一歩を踏み出して

ください。

2012年12月

町ごと疎開・蔵の街とちぎプロジェクト
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栃木市ってどんなところ？

栃木市の位置と地勢

栃木市は、栃木県の南部に位置し、東京から鉄道でも、高速道路でも約１時間

の距離にあります。

南北約 32.6km、東西約 22.3km、面積 284.83 ㎢で、壬生町、小山市、岩舟町、

佐野市、鹿沼市などに接しており、また、茨城、栃木、群馬、埼玉の４県の県境

が接する稀有な地域でもあります。

地勢としては､西には｢みかも山｣､｢太平山(おおひらさん)｣､南には｢渡良瀬遊

水地(わたらせゆうすいち)｣など栃木県南部のシンボル的な自然景観と｢渡良瀬

川(わたらせがわ)｣、｢思川(おもいがわ)｣、｢巴波川(うずまがわ)｣、｢永野川(な

がのがわ)｣などの豊かな河川を有しています。

また、北部から東部にかけては関東平野に連なる平坦地が広がり、県内有数の農

業地帯でもあります。

交通

栃木市は、南北には東北自動車道が通り、佐野藤岡 IC、栃木 IC を有し、東西

には平成23年度に全線開通した北関東自動車道が通り、都賀ICを有しています。

また、南部には、群馬、栃木、茨城を結ぶ一般国道 50 号が東西に通り、北部に

は一般国道 293 号が通るなど、県内外とのアクセス性に優れた道路網を形成して

います。

地域間を結ぶ主な道路としては、主要地方道栃木・藤岡線（栃木環状線）、主

要地方道宇都宮・亀和田・栃木線（例幣使街道）があり、近隣自治体などとの広

域的なアクセス性の向上として、都市計画道路小山・栃木・都賀線の早期開通が

望まれます。

公共交通では、東武日光線、東武宇都宮線、JR両毛線の３路線、11 駅があり、

市内や近隣自治体への通勤通学の足として、また、東京・埼玉方面への交通手段

として充実した鉄道網となっています。

新市を中心として、東西南北全方向に交通網が形成されており、交通の結節点

として拠点性を発揮することが期待できます。
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１、避難・移住の相談・問合せ窓口

栃木市 避難者等に対する総合相談窓口

栃木市東日本大震災総合相談所 市役所本庁舎１階市民相談室

（電話：0282-21-2145）

相談時間：月～金曜日 午前８：３０～午後５：１５

栃木県震災復興推進本部

総合政策課 政策企画担当

〒320-8501

宇都宮市塙田1-1-20 県庁舎本館9階

電話：028-623-2206 FAX：028-623-2216

Email：sogo-seisaku@pref.tochigi.lg.jp

とちぎ市民活動推進センターくらら 問合せ先

〒328-0043

栃木県栃木市境町19-3 駅前庁舎1F

電話：0282-20-7131 FAX：0282-20-7132

Mail：kurara-tochigi@cc9.ne.jp

Web：http://www.kurara-tochigi.org/

○開館時間

平日・土曜日 午前10時から午後9時まで

日曜日・祝日 午前10時から午後5時まで

○休館日

毎週水曜日

年末年始（12月29日から翌年1月3日まで）
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2、栃木市に住むには

市営住宅への入居

栃木市役所 建築課 住宅担当

電話：0282-21-2622 FAX：0282-21-2239

〒328-8686 栃木県栃木市入舟町7番26号 （H26.2.9まで）

〒328-0015 栃木県栃木市万町９番2５号 （H26.2.10から）

県営住宅への入居

栃木県庁住宅課

〒320-8501 宇都宮市塙田1-1-20 県庁舎本館14階

電話：028-623-2482 FAX：028-623-2489

Email：jyutaku@pref.tochigi.lg.jp

○公営住宅には家族構成や世帯収入によって入居条件が異なります。

また、高齢者の方、お子さん、障がいを持つ方と一緒にお住まいになる方

の場合も別に優遇措置がある場合がございます。

詳しくはお問い合わせください。

その他の民間住宅情報

別荘・アパート・社員寮などを無料または格安で提供したいという申し出

が寄せられています。また、民間の賃貸住宅の情報もあります。詳細は

「（社）栃木県宅地建物取引業協会県南支部」までお問い合わせください。

連絡先

（社）栃木県宅地建物取引業協会県南支部

〒328-0011

栃木市大宮町 2617-15

電話：0282-27-9088 FAX：0282-27-9089

ＨＰ：http://www.tochitaku.or.jp/branches/tochigi.htm
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3、子どもの就学について

栃木県及び栃木市の公立学校受入れについて

被災した児童生徒等が域内の公立学校への受入れを希望してきた場合に

は、可能な限り弾力的に対応し、速やかに受け入れます。 高等学校等に

ついては、入学者選抜における弾力的な対応を行うとともに収容定員を超

えた受入れについても特段の配慮をします。

住民票が栃木市にない場合も他の生徒児童と同様に就学できます。

転入学の問合せ・相談

栃木市役所

教育委員会事務局学校教育課学校教育担当（0282-21-2722）

栃木県 栃木県教育員会事務局

学校教育課

小中学校教育担当：電話 028-623-3390、3392、3357

高等学校教育担当：電話 028-623-3382、3383、3394

特別支援教育室

特別支援教育担当：電話 028-623-3381

転入学児童生徒への支援について

栃木県では、県内の小中学校、 高等学校及び特別支援学校に転入学した

児童生徒に対し、就学支援補助がございます。（平成２４年１１月現在）

詳しくは次ページの資料をご覧ください。
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栃木県被災児童生徒就学支援等事業補助金

栃木県担当課 学校教育課総務担当

１ 事業の目的・趣旨

東日本大震災により被災した幼児の幼稚園への就園奨励事業を行った市町並びに東

日本大震災により被災した児童又は生徒に対する就学援助及び特別支援教育就学奨

励事業を行った市町を支援することにより、幼稚園への就園機会及び児童又は生徒の

就学機会の確保に資することを目的とする。

２ 根拠法令等

被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金交付要綱（平成２３年５月２日裁定）

栃木県被災児童生徒就学支援等事業補助金交付要領（平成２３年７月２９日制定）

３ 対象事業

（１）被災幼児就園支援事業（２）被災児童生徒就学援助事業（３）被災児童生徒特

別支援教育就学奨励事業

４ 補助対象期間

平成２４年度から平成２６年度（３年間）

５ 補助対象経費

被災幼児就園支援事業（入園料及び保育料）、被災児童生徒就学援助事業及び被災児

童生徒特別支援教育就学奨励事業（学用品費、修学旅行費、学校給食費等）

６ 財政支援措置（補助率等）

補助率：１０分の１０以内

７ 事業主体

市町

８ 交付申請・交付決定等のスケジュール

平成２３年度は１１月に交付申請、３月に変更申請、いずれも審査後に交付決定

参照元：

http://www.pref.tochigi.lg.jp/a03/town/shinkou/shinkou/de-tafairu/docu

ments/809.pdf

問合せ： 栃木県教育委員会事務局 学校教育課

総務担当 電話：028-623-3389
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保育園への入園について

東日本大震災の被災者については栃木県被災児童生徒就学支援等事業補

助金制度があります。栃木市役所 保健福祉部 保育課へご相談ください。

保育課についての情報は、“栃木市 保育課”で検索いただき、栃木市の

ホームページをご覧ください。

問合せ：栃木市役所 保育課 保育担当

保育推進チーム 電話：0282-21-2518

FAX：0282-21-2505

栃木市ホームページ:http://www.city.tochigi.lg.jp/

栃木市の子育て情報

栃木市のホームページには、子育てに関する情報のページがあります。

様々なケースに応じた情報を掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/menu000006000/hpg000005669.htm

栃木市の学童保育

学童保育では、保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校１年生から

6年生までの児童を対象として、放課後、健全な余暇利用の機会を与える

とともに情操を豊かにし、集団生活をとおして社会性と自主性を培うこと

により児童の健全な育成を行っています。

申込み方法など、 詳しくは下記担当へお問い合わせください。

問合せ：栃木市役所 こども課 こども担当

子育て支援チーム 電話：0282-２１-２５１２



１０

４、医療について

栃木市の医療について

栃木市の主な医療機関については巻末の表をご覧ください。

インフルエンザ予防接種や各種予防接種について、栃木市に避難をされて

きた方も（栃木市に住民票のない方も含む）市民と同様に栃木市からの助

成をうけ、一部自己負担にて接種を受けることが出来ます。

詳しくは以下をご覧ください。

問合せ：栃木市役所 健康増進課 保健予防担当

検診予防チーム 電話：0282-２5-3511

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/menu000001000/hpg000000218.htm

5、介護が必要な方・障がいがある方

高齢者支援

栃木市役所高齢福祉課 地域支援担当 地域包括支援センター

◎地域包括支援センターの実施するサービスのご案内

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/page000004000/hpg000003681.htm

◎介護保険についてのご案内

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/page000008000/hpg000007041.htm

問合せ：栃木市役所 高齢福祉課 地域支援担当

地域支援チーム 電話：0282-21-2539

FAX：0282-21-2505

障がい者支援

栃木市役所保健福祉部社会福祉課では、障がいをお持ちの方へ対する様々

なサービスを提供しています。お一人お一人にあったメニューがございま

すので、下記のホームページをご覧いただくか、市役所社会福祉課障がい

福祉担当窓口までお問い合わせください。

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/menu000008000/hpg000007079.htm

問合せ：栃木市役所 社会福祉課 障がい福祉担当

障がい支援チーム 電話：0282-21-2424

FAX：0282-21-2505
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栃木市介護保険サービス事業所一覧 （平成25年2月現在）

（●、◎＝ケアマネジャーがいます。）

事業者名（略称）

電話

番号

在 宅 施設

介護サービス事業所(施設)の
サービス内容等に関する情報
は、下記ホームページでもご覧
いただけます。 WAMNET
（ワムネット）介護事業者情報
http://www.wam.go.jp/kaigo/

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

訪
問
介
護

訪
問
入
浴

訪
問
看
護

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ

短
期
生
活

短
期
療
養

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
ホ
ー
ム

あいケアステーション 23-6606 ● ○ ○ ○ ○ ○

あいの杜 20-8580 ○

あいの杜新井 20-7716 ○

アビリティーズとちぎ 29-1025 ○ ○

医師会病院 23-5867 ● 〇

ケアサポート石川 22-0902 〇

いずみ 23-8805 ● 〇 〇

福寿園 31-3666 〇

いづるの里 24-5964 ● 〇

うづま

25-2025 ● 〇

24-9760 〇 ○ ▲

オアシス 25-1477 ● 〇 ○

おおやクリニック 24-8822 ○ ○

大山整形外科 27-4609 ○

お茶の間げんき 21-7081 ○

オリーブ 27-6722 ● ○

かなで 23-8114 ○

GENKINEXT（ｹﾞﾝｷﾈｸｽﾄ）栃木

倭町
20-8331 ○
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事業者名（略称）

電話

番号

在 宅 施設

介護サービス事業所(施設)の
サービス内容等に関する情報
は、下記ホームページでもご覧
いただけます。 WAMNET
（ワムネット）介護事業者情報
http://www.wam.go.jp/kaigo/

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

訪
問
介
護

訪
問
入
浴

訪
問
看
護

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ

短
期
生
活

短
期
療
養

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
ホ
ー
ム

コープ介護今泉 28-0297 ● ○ 〇

コープデイ昭和町 20-1755 ○

ＪＡしもつけ 20-8827 ● 〇

下都賀総合病院 23-2794 ● 〇

ジャパンケアサービス 30-1381 〇

星風会 27-5730 ● 〇 〇 〇 ○

代官荘 27-3978 〇 ▲

ノイエシュテルン 27-2522 〇 〇 ▲

そよ風 20-5436 ● 〇 〇 〇 〇

ソレアード栃木 20-6850 ● 〇

たのし荘 23-7655 ● 〇

千代田タクシー 22-5151 〇

栃木ケアーズ 25-0550 ● 〇 〇 〇 ○ 〇

栃木ケアーズひらい（ほほえ

み）
20-2552 ● 〇

栃木ケアーズひらい（つどい） 20-2552 ● ◎小規模多機能

とちの木病院 22-7705 ● 〇 〇 〇 ▲

ニチイ栃木 29-3081 ● 〇 〇

はこの森ケアセンター 25-1773 ●

パートナー 22-0606 ●

ハートポイント栃木 20-1810 〇
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事業者名（略称）

電話

番号

在 宅 施設

介護サービス事業所(施設)の
サービス内容等に関する情報
は、下記ホームページでもご覧
いただけます。 WAMNET
（ワムネット）介護事業者情報
http://www.wam.go.jp/kaigo/

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

訪
問
介
護

訪
問
入
浴

訪
問
看
護

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
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リ

短
期
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活

短
期
療
養

福
祉
用
具
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与
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福
祉
用
具
販
売
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ー
プ
ホ
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ム

老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
ホ
ー
ム

ピジョン真中 20-8311 ● 〇 〇 ○ ○

ケアサポートひまわり 20-5006 ● ○ 〇 ○ ○

廣田商事 24-6524 〇 〇

ふれんず 24-1110 〇

フローラー 23-6800 ● ○

ふわふわの実 24-3040 ● ○

ふわふわの実川原田 20-8710 〇

ヘルスレント栃木 25-5338 ○ ○

ほほえみ倶楽部栃木 20-8522 ○

まろにえ四季の里 27-8501 ● 〇 ○ ◎小規模多機能 ▲

みつみねの郷 31-3235 ● ○ ◎小規模多機能 ▲

みどり 28‐2115 ● 〇

みながわ桜園 20-8770 〇 ▲

みながわの森 20-8775 ●

やまと 28-6376 ● ○ ○

湯っくり 22-5484 〇

ゆとり 20-1733 ● ○

ラックス・サヤマ 22‐0367 ○ ○

レユーナ 22-6033 ● 〇 〇 〇 〇 ▲

いぶき 45-1836 ● 〇 〇 ▲

えいこうケアーズ 51-2121 〇
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事業者名（略称）

電話

番号

在 宅 施設

介護サービス事業所(施設)の
サービス内容等に関する情報
は、下記ホームページでもご覧
いただけます。 WAMNET
（ワムネット）介護事業者情報
http://www.wam.go.jp/kaigo/

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

訪
問
介
護

訪
問
入
浴

訪
問
看
護

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ

短
期
生
活

短
期
療
養

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
ホ
ー
ム

幸寿苑 43-1400 ● 〇 〇 ▲

社協大平 45-1166 ● 〇 〇

ジェントルケア 43-0188 〇

星風会こすもすおおひら 45-1610 ○

星風会おおひら 45-2770 ○ ▲

なかまの家笑福 25-0780 ○

藤沼医院 43-2233 ● 〇 ○

みどりの杜 45-1920 ● 〇

メディカルパパス 45-1366 〇

わかば 43-1481 〇

ウェルフェア輝 61-2300 〇

げんき 62-1022 ●

社協藤岡 61-1177 ● 〇

なごみ 61-2230 ● 〇

八州苑 62-0666 ● 〇 〇 〇

◎小規模多

機能
〇 ▲

藤岡整形外科 62-1101 ○

みかも 62-3278 ○

緑風苑 67-2300 ● 〇 〇 〇 ▲

星風会こすもすつが 29-1617 ◎小規模多機能 〇

にこぐさ 91‐1160 ● 〇
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事業者名（略称）

電話

番号

在 宅 施設

介護サービス事業所(施設)の
サービス内容等に関する情報
は、下記ホームページでもご覧
いただけます。 WAMNET
（ワムネット）介護事業者情報
http://www.wam.go.jp/kaigo/

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

訪
問
介
護

訪
問
入
浴

訪
問
看
護

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ

短
期
生
活

短
期
療
養

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
ホ
ー
ム

ひまわり 29-6170 ● ○ 〇 〇 ▲

藤糸荘 92-0299 ● 〇 〇 〇

船越医院 27-5763 〇 〇

介護老人保健施設にしかた 92-2324 ○ ○ ▲

介護支援センターにしかた 92-0966 ●

社協西方 92-0909 ● ○ ○ ○

西方病院 92-2323 ○

ハーブ 92-0977 ○

ふれんど西方 91-1551 ◎小規模多機能 ○

ぽえむ 92-0877 ○ ○

雅の風 92-0533 ● 〇 〇 ▲

栃木市の介護事業所（デイサービス、訪問介護など）

http://www.care-mado.com/search/kantou/tochigiken/tochigishi.html

そのほか、栃木市内には、いくつかの小規模作業所があります。規模や 募

集状況などがそれぞれ異なるので、ご相談ください。
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6、栃木市での出産について

被災地から栃木市に移住してきた妊婦さんについては、保険証の住所に

かかわらず、妊婦検診の回数券（14回分）が支給されます。出産後の新

生児訪問などのケアも受けることができます。

出生届けは住民票のある自治体に出します。子ども手当てや子ども医療費

助成なども、住民票のある自治体に申請することになります。

栃木市健康増進課では、赤ちゃんから高齢者までの方々が安心して健やか

な生活を過ごせるよう、各種健診・教室や相談・予防接種などを行ってい

ます。 詳しくは下記ホームページをご覧ください

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/menu000001000/hpg000000218.htm

問合せ：栃木市役所 健康増進課 健康づくり担当

母子保健チーム 電話：0282-25-3511

お産のできる病院

◎医療法人友仁会臼井医院

〒329-4406

栃木県栃木市大平町下皆川753

URL：http://www.usui-obgyn.com/

電話：0282-43-8211

◎医療法人双樹会サンレディースクリニック

〒328-0024

栃木県栃木市樋ノ口町504-1

URL：http://www17.ocn.ne.jp/~sunladys/

電話：0282-24-3541

◎医療法人高田産婦人科医院

〒328-0053

栃木県栃木市片柳町1丁目17-3

URL：http://www.cc9.ne.jp/~takadasanfujinka/

電話：0282-24-3211
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7、仕事に関する相談

厚生労働省 栃木労働局（0551-22-1331）

〒320-0845 宇都宮市明保野町1-4 宇都宮第2地方合同庁舎

http://tochigi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/riyousha_mokuteki_menu/kyu

shokuchu.html

ハローワークインターネットサービス

https://www.hellowork.go.jp/index.html

震災被災者の方々を対象にした求人情報検索のページもございます

https://www.hellowork.go.jp/member/search05.html

厚生労働省職業安定局 しごと情報ネット

http://www.job-net.jp/

パルティ とちぎ男女共同企画センター

パルティは、男女共同参画社会の実現をめざすみなさまの自主的･主体的活動を

幅広く支援します。

http://www.parti.jp/

ふくしま就職応援センター

仕事をお探しの方にカウンセリングを実施し、能力・適性に合わせた求人情報を

提供して就職を支援しています。求人開拓を通して地域企業の求人業種・職種と

求職者とのマッチングを推進し、就職を支援しています。

なお、生活・就労相談も行っていますので、お気軽にご相談ください。

http://www.f-turn.jp/info/syusyoku.html
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8、農家の方・農業を始めたい方

自然の豊かな栃木市には、有機農業や自然農を志して移住してきた方が数

多くいます。栃木市役所の総合窓口もしくはとちぎ市民活動推進センター

くららまでご相談ください。

栃木市 避難者総合相談窓口 電話0282-21-2145

相談時間：月～金曜日 午前８：３０～午後５：１５

とちぎ市民活動推進センターくらら

問合せ TEL：0282-20-7131 / FAX：0282-20-7132

農地のあっせん

農業委員会が農地のあっせんを行っています。避難してきて農地を探して

いる方がいればぜひ使ってほしい、という申し出もあるそうです。農業に

取り組みたい方ご本人からお問い合わせください。

栃木へ避難されて来た方で、既に農地と家を取得して、新たな生活を始め

ていらっしゃる方もいます。

問合せ：栃木市農業委員会事務局

住所：〒328-8686 栃木県栃木市入舟町7番26号 （H26.2.9まで）

〒328-0015 栃木県栃木市万町９番2５号 （H26.2.10から）

電話：0282-21-2526 FAX：0282-21-2555

メールアドレス：nougyo-i@city.tochigi.lg.jp

栃木市には家庭菜園を営んでいる方も多くいらっしゃいます。共同菜園で

土と触れ合うこともできます。詳しくはとちぎ市民活動推進センターくら

ら もしくは栃木市避難者等に対する総合相談窓口までお問い合わせく

ださい。
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9、生活に関する相談

栃木市近隣は市民活動、ＮＰＯ活動が活発な地域です。さまざまなケース

に於いてお手伝い頂いたり、支える側として活動したり、そこにはたすけ

あい支え合うコミュニティがあります。

○NPO法人 ワーカーズ・コレクティブ たすけあい大地

自立支援の福祉サービスを提供、心豊かな地域共同社会をめざします。

「たすけあい大地」は自立支援の福祉サービスを提供する市民事業です。

たすけあい支えあいながら信頼の輪を広げ、心豊かに暮らすことのでき

る地域共同社会を目指しています。

所在地 〒3230031 栃木県 小山市八幡町2-3-15

電話：0285-22-7641 / FAX：0285-22-0248

http://www.npo.lsnet.ne.jp/tasukeaidaichi/

○NPO法人 蔵の街たんぽぽの会

障がい児・者、高齢者、児童などさまざまな人がお互いのハンディにか

かわりなく交流し、楽しみ、自立・自己実現を目指すとともに地域の子

育て支援と地域の環境整備を通して人と人とが支えあう地域社会づく

りに寄与することを目的にしています。

◆問合せ 0282-24-9833（石河）

http://blog.canpan.info/ktanpopo/

○NPO法人 チャイルドラインとちぎ

悩みを持つ子どもの声を受け止め、自立を助ける ヘルプライン「子ど

ものための電話」事業を行っています。チャイルドラインは、１８歳ま

での子どもを対象とした電話による傾聴ボランティア活動です。

所在地〒320-0837 栃木県宇都宮市弥生1-6-3

TEL 028-614-3253 FAX 028-614-3253

http://www.ukg.jp/cl/
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○社会福祉法人 栃木いのちの電話

不安や孤独の中、ひとりで悩み「生きる力」を失いそうになることもあ

るでしょう。そのようなときに「いのちの電話」は悩みをじっくりと聴

き、その方が危機を乗り越えて自らの力で生きていけるように、電話を

通して援助しようとする民間ボランティア団体です。

相談電話 028-643-7830

http://www4.ocn.ne.jp/~tid/index.html

○一般社団法人 社会的包摂サポートセンター

どんなひとの、どんな悩みにもよりそって、一緒に解決する方法を探し

ます。

よりそいホットライン 0120-279-338

http://279338.jp/
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10、その他の生活情報

交通手段

○栃木市営コミュニティバス「ふれあいバス」【市街地循環線】

栃木市では、市街地内の商業施設や病院などの施設を巡る「ふれあいバ

ス」【市街地循環線】を運行しています。

どなたでもご利用になれますので、日頃の生活の足として、また、蔵の

街観光の移動手段として、ぜひご利用ください。

○栃木市営コミュニティバス「ふれあいバス」【寺尾線】

栃木市では、栃木駅と星野・出流を結ぶ「ふれあいバス」【寺尾線】を

運行しています。

日頃の生活の足として、また、星野・出流地区などの観光の移動手段と

して、ぜひご利用ください。

＊ふれあいバスに関しては下記のホームページをご覧ください

http://www.kuranomachi.jp/access/bus.php

問合せ：栃木市役所 交通防犯課 公共交通対策担当

公共交通対策チーム 電話：0282-21-2170

○民間路線バス（関東バス）

栃木市内では、栃木駅から國學院前までを結ぶ民間の路線バス「関東バ

ス」が運行中です。さくらやあじさい、紅葉がきれいな太平山への移動

手段として便利です。

デマンドタクシー：「蔵タク」

高齢社会の進展に伴う交通弱者の増大や地域の移動ニーズの多様化に対

応するため、玄関から玄関までのドアツードア方式による蔵タクの運行を

市全域で実施しています。

詳しくは下記ホームページをご覧ください。

http://www.city.tochigi.lg.jp/hp/page000008000/hpg000007731.htm

問合せ：栃木市役所 交通防犯課 公共交通対策担当

公共交通対策チーム 電話：0282-21-2170
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11、とちぎ市は人と人とのコミュニティが いきているまち

～市民が主役のまちづくり～

とちぎ市民活動推進センターく

ららは、市民の要望から生まれた栃

木市の施設です。2005年３月に誕

生して以来、多くの市民がくららを

訪れ、交流し、豊かなコミュニティ

を育んでいます。

くららには、「どうしたら市民が

希望と自信をもって安心して暮ら

せるまちがつくれるのか」を考えて

いる人たちが集まってきます。その対象や活動の方法は違っても、お互い

の情報を共有するための話し合いや活動の拠点の場として、広く市民の皆

さんに利用されています。

今回の東日本大震災は、私たちにとって初めてのことで、戸惑いばかり

でした。それでも、市民やNPO、社会福祉協議会や行政と相談しながら、

目の前の課題ひとつひとつに取り組んできました。

震災直後に設置された緊急避難所への応援やボランティアの調整、情報の

とりまとめ、避難されてきた皆様の状態や声といった情報を、行政をはじ

め、多くの市民活動グループ(個人)と共有し、それぞれができることを持

ち寄り、避難されてきた方々のケアに努めました。

栃木市へ避難されてきた方の中には、くららを情報のハブステーション

として利用しながら、避難者同士の茶話会へ参加したり、栃木市のコミュ

ニティとの交流をしていくうちに、人と人とのつながりの中から栃木市で

の仕事を見つけ、栃木市への定住を決めた方もいらっしゃいます。

栃木市には、昔ながらのコミュニティが生きています。ご高齢になられ

ても、地域の人とつながり、お互いの交流の中でご自分らしく、いきいき

とした生活を送っていらっしゃる方が、たくさんいらっしゃいます。

くららにはそういった皆さんが日々集い、お互いを想い、困っていること

や相談事なども親身になって考えてくれる仲間がいます。
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またくららには、たくさんの人達からたくさんの情報が集まってきます。

どうぞ、一度「とちぎ市民活動推進センター くらら」へおいでください。

もしも困ったことがありましたら、一度お電話をください。

どうしたらよいか、一緒に考えましょう！

とちぎ市民活動推進センター くらら

〒328-0043 栃木市境町19番3号

TEL：0282-20-7131 / FAX：0282-20-7132

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org/
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医療・救急

休日・夜間の急病のために診療を行っています。

■初期救急（軽症患者）

［栃木・大平・藤岡・都賀地域］

医療機関名 所在地 電話番号 診療日 診療時間 診療科目

栃木地区急患センター
栃木市境町 27-15

(医師会病院隣)
22-8699

日・祝日・

年末年始
９時～21 時

内科（小児を含む）

外科

月～土 19 時～22 時 内科（小児を含む）

小児救急医療

（とちの木病院）
栃木市大町 39-5 22-7722 日 19 時～21 時 小児科

※急患センターの終了後に受診できる病院のお問い合わせ先

・月～土曜日の午後１０時以降ト栃木市消防本部 公 22-0119

・休日（日曜日・祝日・年末年始）の午後９時以降･･栃木市消防本部 電話 24-9999

■２次救急（重症患者）

[西方地域]

医療機関名 所在地 電話番号

上都賀総合病院 鹿沼市下田町 1-1033 0289-64-2161

御殿山病院 鹿沼市今宮町 1682-2 0289-64-2131

西方病院 栃木市西方町金崎 273-3 92-2323

［栃木・大平・藤岡・都賀地域］

医療機関名 所在地 電話番号

下都賀総合病院 栃木市富士見町 5-32 22-2551

とちの木病院 栃木市大町 39-5 22-7722

獨協医科大学病院（救急部） 壬生町北小林 880 87-2199

[西方地域]

医療機関名 所在地 電話番号 診療日 診療時間 診療科目

鹿沼地区休日

夜間診療所

鹿沼市坂田山 2-170

(鹿沼市民文化センター内) 0289-65-2101

日・祝日・年末年始 10 時～17 時 内科・小児科・歯科

月･水･金･日･祝日･

年末年始
19 時～22 時 内科・小児科

外科系在宅当番医 毎月の広報でお知らせします。 日・祝日・年末年始 9 時～17 時 外科

休日・夜間救急医療機関

健康増進課 25-3511
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保険医療課 21-2153

疾病の早期発見や早期治療、保健の向上と福祉の増進を図るため、下記の対象者が病気やケガにより病院等で保険診療を受

けた際、その支払った医療費の一部自己負担額を助成します。

尚、医療費等の助成を受けるには、申請をして受給資格者証の交付を受けるなど手続きをしてください。

心身に重度の障がいのある方で、次のいずれかに該当する

方は助成を受けられます。

・身体障がいの程度が１～２級と認定された方

・療育手帳 A1、A2 と判定された方、または知能指数が 35 以

下の方

・知能指数が 50 以下の方であって、身体障がいの程度が３～

４級の障がいを重複している方

《申請に必要なもの》

印鑑、健康保険証、通帳、身体障害者手帳および療育手帳等

上記の内容が確認できるもの

出生した日から中学３年生修了までのこどもを対象に、

その保護者等を受給資格者とし、助成を受けられます。

《申請に必要なもの》

印鑑、母子健康手帳、健康保険証、通帳

前年の所得額が児童扶養手当の支給制限額未満の世帯で、

次のいずれかに該当する方は、助成を受けられます。

・８歳未満のこどものいる家庭で、配偶者のない親とその子

・父又は母が、身体障がいの程度が１～２級の障がい者で、

１８歳未満のこどものいる家庭の親と子

・父母のない 18 歳未満のこどものいる家庭で、配偶者のな

い方および児童

《申請に必要なもの》

印鑑、健康保険証、各種証書等、通帳

妊娠の届出をし、母子健康手帳の交付を受けた日の月の初

日から出産した月の翌月の末日までの妊産婦の方は、助成を

受けられます。なお、妊娠届出月以前の妊娠に起因する産科

的疾病についても適用されます。

《申請に必要なもの》

印鑑、母子健康手帳、健康保険証、通帳

不妊治療を受けているご夫婦（１年以上栃木市に住所を

有するご夫婦）に､健康保険適用外の治療費の一部を助成し

ます。

《申請に必要なもの》

印鑑、健康保険証、医師の証明書、領収書、通帳等

各種医療費の助成

重度心身障がい者医療費の助成

ひとり親家庭医療費の助成

こども医療費の助成

妊産婦医療費の助成

不妊治療の助成



２６

後期高齢者医療
保険医療課 21-2154

後期高齢者医療は、お年寄りが安心して医療が受けられ、老後を生き生きと健康で暮らすために、医療費をみんなが

公平に負担し、みんなの力で支え合う制度です。

75 歳以上の方および 65 歳以上 75 歳未満で、一定の障がい

の状態にあり、栃木県後期高齢者医療広域連合長の認定を受け

た方。

・75 歳になった日から。 65 歳以上で一定の障がいの状態に

ある方は、受給資格の申請をした日から助成が受けられま

す。

■市内に住所のある方

･75 歳の誕生日の前に､保険医療課から保険証を送付します。

■栃木市に転入された方

・転入届終了後に保険医療課で手続きをしてください。

《申請に必要なもの》

印鑑、負担区分等証明書等

■次の方は６５歳から後期高齢者医療が受けられますので、

申請手続きをしてください。

・身体障害者手帳 1～3 級および４級の一部

・療育手帳総合判定Ａ

・精神障害者保健福祉手帳１、２級

・国民年金障害基礎年金証書１、２級

《申請に必要なもの》

印鑑、上記の内容が確認できるもの、健康保険証

《手続きに必要なもの》

■栃木市から転出されるとき

印鑑、後期高齢者医療被保険者証

■市内で住所が変わったとき

印鑑、後期高齢者医療被保険者証

■亡くなられたとき

印鑑、後期高齢者医療被保険者証、

施主が確認できる資料

(会葬礼状･葬祭費の領収証など)

・被保険者証を紛失したとき

印鑑、身分証明できるもの

交通事故や傷害事件など第三者から受けた傷病による治

療費は、原則として加害者が負担するものですが、後期高

齢者医療保険で立て替えて治療が受けられます。

その場合は、必ず市役所に届け出をしてください。

《届出に必要なもの》

・ご本人が用意するもの

印鑑、後期高齢者医療保険者証、事故証明書（人身事

故扱いのもの）

・窓口で用紙をお渡しするもの

第三者の行為による被害届、事故発生状況報告書、念

書、誓約書

後期高齢者医療を受けられる方

後期高齢者医療被保険者証の交付

その他の手続き

交通事故など第三者による事故



２７

国民健康保険

医療保険課 21-2151

わたしたちは日ごろ健康でも、いつどんなときにケガや病気をするか分かりません。国民健康保険は、

そんなときに備え、加入者の皆さんがお金を出し合って医療費を支え合おうという助け合いの制度です。

《届出に必要なもの》

■職場の健康保険をやめたとき

・社会保険・各種共済保険の資格喪失証明書（退職証明書、

離職票等）

・60 歳以上 65 歳未満 厚生年金・各種共済組合等の老齢

年金または退職年金の証書（20 年以上の加入または、40

歳以降 10 年以上加入していた方）

上記のほか、栃木市の医療費受給資格者証、特定疾病療養

受領証を持っている方

（医療費受給資格者証とは‥こども、妊産婦、ひとり親家庭、

重度心身障がい者に該当の方）

■転入による加入

・転出証明書、本人確認書類。代理人の場合は委任状が必要

になります。

■出生による加入

出生届・母子健康手帳・印鑑。

《届出に必要なもの》

■社会保険、共済保険等に加入した時

･新たに加入した健康保険(共済保険等)の保険証(コピー可)、

今まで使用していた国民健康保険証

・医療費受給資格者証(こども、妊産婦、ひとり親家庭、重

度心身障がい者医療に該当の方)

・特定疾病療養受領証

・印鑑

■転出

本人確認書類。代理人の場合は委任状が必要になります。

■死亡

死亡届の手続き後国民健康保険証の返却と葬祭費請求の手

続きをしてください。

上記のほか、高齢受給者証等以下の受給資格者証等を持っ

ている方

受給資格者証(児童、妊産婦、ひとり親家庭、重度心身障

がい者)標準負担額減額認定証、限度額適用・標準負担額減

額認定証(70 歳以上の方、70 歳未満で入院されている方)、

特定疾病療養受療証

《届出に必要なもの》

■栃木市内で住所が変わったとき

印鑑、国民健康保険証、高齢受給者証

■世帯主や氏名が変わったとき

印鑑、国民健康保険証、高齢受給者証

■世帯が分かれたり一緒になったりしたとき

印鑑、国民健康保険証、高齢受給者証

■就学のため子どもが他の市町村へ転出するとき

印鑑、国民健康保険証、在学証明書

■保険証を紛失または汚損したとき

印鑑、身分を証明するもの（運転免許等）

交通事故や傷害事件など第三者から受けた傷病に

よる治療費は、原則として加害者が負担するものです

が、国民健康保険で立て替えて治療が受けられます。

その場合は、必ず市役所に届け出をしてください。

《届出に必要なもの》

・ご本人が用意するもの

印鑑、国民健康保険証、事故証明書

（人身事故扱いのもの）

・窓口で用紙をお渡しするもの

第三者の行為による被害届、

事故発生状況報告書、念書、誓約書

国民健康保険への加入手続き その他のとき

国民健康保険の脱退の手続き
交通事故など第三者による事故



２８

健康増進課 25-3511 ・ 3512

※健診や健康教室の日程・内容は、栃木市親子けんこうカレンダーをご覧ください。

種類 内容

母子健康手帳の交付
妊娠・出産・育児に関する記録ができる母子健康手帳を交付しています。申請の際は、医療機関

にて渡される妊娠届出書をお持ちください。

妊婦の健康診査

妊婦健康診査 妊婦健康診査受診票により、14 回分の健診費用の助成が受けられます。

妊婦歯科健康診査
指定医療機関において、妊娠中に１回、無料で歯科健康診査が受けられま

す。

乳幼児の健康診査など

乳幼児健康診査

お子さんの健やかな成長・発達を顕って４か月児健康診査、９か月児健康

診査、１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査を実施しています。健診で

は、身体計測・医師の診察のほか、子育てについての相談をお受けしてい

ます。

２歳児歯科健康診査
２歳になるお子さんを対象に歯科健康診査を実施しています。また、希望

の方には子育て相談を実施しています。

５歳児発達相談

５歳になるお子さんについて、発達相談を実施し、より良い集団生活を送

るための支援を保護者の方と一緒に考えます。市内の幼稚園・保育園に通

園しているお子さんは、各国で実施します。

乳児先天性股関節脱

臼検診

指定医療機関において、無料で１回検診が受けられます。生後３～４か月

の時期に受診することが適当です。

各種教室

両親（母親）教室
安心して赤ちゃんを迎えられるよう、妊婦さんとそのご家族の方を対象

に、教室を開催しています。

すくすく教室
生後２～５か月のお子さんと養育者の方を対象に、親子のスキンシップと

お友達づくりを応援しています。

子育て相談

子育てサロン 子育ての相談や、離乳食相談、身体計測等行います。

随時
お子さんの健康や発達、子育てなどの悩みについて、保健師が相談をお受

けしています。

訪問活動

新生児・産婦訪問
赤ちゃんがすこやかに育つように、産後の心や身体のことなどについて、

保健師、助産師等が家庭訪問し、相談に応じます。

こんにちは赤ちゃん

事業

生後４か月までの乳児のいる家庭に、保健師または母子保健推進員がお伺

いして、育児の不安や悩みの相談、子育てに関する情報提供を行います。

家庭訪問
妊婦さんやお子さんの健康を守るために、保健師が家庭訪問し、お子さん

の健康や子育て等に関する相談に応じます。

ベビーバスの貸出し
１か月間無料で貸し出します。貸出しを希望される方は、赤ちゃんが生まれてから電話でご連絡

ください。

母子保健推進員の活動
市から委嘱を受けた母子保健推進員が、担当地区内の妊婦さんやお子さんがいるご家庭にお伺い

し、乳幼児健康診査や子育て教室などを紹介するほか、子育てについてのご相談に応じています。

健 康

出産・育児



２９

健康管理

※健診等の日程・内容は、栃木市成人けんこうカレンダーをご覧ください。

種類 内容

特定健康診査 生活習慣病予防を目的に、メタボリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査を実施します。

特定保健指導
特定健康診査を受診した結果、メタボリックシンドロームに該当、または予備群となった方は、特定

保健指導を受けてください。該当になった方には、ご案内の通知をします。

各種検診

《がん検診》がんの早

期発見、早期治療のた

めに、検診を実施しま

す。

肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診・子宮がん検診・乳がん検診・前立

腺がん検診

《その他の検診》 ヤング健診・骨組しよう症検診・歯両疾患検診・肝炎ウイルス検診

各種教室

各教室・講座 食生活や運動を中心に、日頃の生活習慣を見直す教室を開催します。

禁煙相談 禁煙を希望する方に対し、個人に合った方法を紹介し、相談に応じます。

健康相談・栄養相談

健康相談・栄養相談 心身の健康に関する個別の相談に保健師や管理栄養士が応じます。

病態別栄養指導
糖尿病や脂質異常症等病態別の食生活に関する相談に、管理栄養士が応じま

す。

こころの健康相談 こころの悩み等がある方やそのご家族のために、カウンセラ一等が相談に応じます。

訪問活動 家庭訪問
市民の皆様の健康に関する心配や不安、健康づくりなどについて、保健師等

がご自宅に訪問し、相談に応じます。

食生活改善推進団体

連絡協議会

市で開催する食生活改善推進貢養成講習会を修了した方が食生活改善推進貢となり、各地域において、

栄養教室などで生活習慣病の予防や食育の普及啓発をすすめています。

種類 内容

子どもの予防接種
伝染の恐れのある疾病からお子さんの健康を守るため、計画的に予防接種を受けましよう。市では、

予防接種に関する勧奨や接種しやすい環境整備に努めています。

高齢者のインフルエンザ予防接種
インフルエンザは通常の風邪とは異なり、特に高齢者がかかった場合は、肺炎などを合併し重症化

しやすいので予防に心掛けましよう。

食中毒予防 相談窓口 県南健康福祉センター（県庁小山庁舎 0285-22-4235）

ウイルス性肝炎（B 型・Ｃ型） 検査吋目談窓口 県南健康福祉センター（県庁小山庁舎 0285-22-1219）

HIV 抗体検査・性感染症検査 相談窓口 県南健康福祉センター（県庁小山庁舎 0285-22-1219）

感染症予防



３０

障がい者の支援サービス
社会福祉課 21-2424

種類 内容

身体障害者手帳
身体に障がいを待った場合、身体障害者手帳を所持することによりさまざまなサービスを受けることが

できます。

療育手帳 知的障がい者の自立や更生のためのサービスを受けやすくするための手帳です。

精神障害者保健福祉手帳 手帳を所持することによりさまざまなサービスを受けやすくなります。

種類 内容

特別障害者手当

異なる重度の障がいが２つ以上あるなど、日常生活に常時特別の介護を必要とする 20 歳以上

の在宅の方。（おおむね身体障害者手帳１級・２級の一部、療育手帳 A1）

手当月額 26,340 円 （所得制限有）

障害児福祉手当

重度の障がいがあるため､日常生活に常時特別の介護を必要とする 20 歳未満の児童で在宅の

方。（おおむね身体障害者手帳１級、２級の一部、療育手帳 A1）

手当月額 14,330 円 （所得制限有）

特別児童扶養手当

障がいがある 20 歳未満の児童を養育している方に支給する手当です。（所得制限有）（おおむ

ね身体障害者手帳１～４級、療育手帳 A1・A2・B1 の児童）手当月額 １級…50,550 円、

２級…33,670 円

特定疾患者介護手当

県が指定した特定疾患による一般特定疾患医療受給者証・小児慢性特定疾患医療受診券をお

持ちの方。 手当月額 3,000 円

＊該当する疾患名や手続き等くわしくはお問い合わせください。

障害基礎年金

障がいおよび年金の等級を満たす方。

20 歳未満で身体や精神等の障がいを受けることになった方。

＊手続き等詳しくは保険医療課（21-2155）/栃木年金事務所（22-4131）へ

障害厚生年金・障害手当金

障害基礎年金に上乗せされる形での支給や障害基礎年金に該当しない程度の等級の方への支

給があります。

＊手続き等詳しくは栃木年金事務所（22-4131）へ

心身障害者扶養共済制度

加入対象者は、知的障がい者または身体障害者手帳１～３級所侍者を扶養している方で、栃

木県に住所を有する 65 歳未満の方。加入者が死亡あるいは重度の障がい者になったときに、

保護者に代わって年金を給付します。

手当・年金

手 帳



３１

種類 内容

補装具の交付・修理
身体上の障がぃを補って日常生活や職業生活をしやすくするため、補装具の交付・修理を行

っています。

日常生活用具の交付
在宅の重度障がい者の日常生活をしやすくするため、日常生活用具の交付を行っています。

（一部自己負担があります｡）

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を

お持ちの方などが、自立した日常生活や社会生活を営み、

地域社会で安心して暮らすことができるように、障がい福

祉サービス（介護給付､訓練等給付）や在宅生活支援（コ

ミュニケーション支援、移動支援、日中一時支援等）など、

さまざまなサービスが提供されています。

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳

をお持ちの方は､税金や公共料金の減免を受けることが

できます。

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳

をお持ちの方が行動範囲を拡大できるように、有料道路

通行料金の割引、福祉タクシー料金助成などいくつかの

サービスが提供されています。

率いすが必要な市民の方に、車いすの貸出しを行って

います。貸出し期間は１か月以内です。印鑑をお持ちに

なってお越しください。

ごみの分別が困難な､視覚障がい者の方のみの世帯に対

し、ごみ袋に貼れば分別できなくても収集してくれるステ

ッカーを配布しています。

＊所得や障がいの程度により制限があります。

県内の公共的施設等に設けられたおもいやり駐車スペ

ースを利用できる方に利用証を交付しています。

対象は、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、

高齢者及び難病患者のうち歩行困難と認められる方、妊

産婦であって一時的に歩行困難と認められる方です。

補装具・日常生活用具

障がい者の税金・公共料金の減免 ごみステッカー配布

障害者自立支援法に基づくサービス 車いすの短期貸出し

障がい者の行動範囲の拡大 おもいやり駐車スペース利用者証の配布
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高齢者
高齢福祉課 21-2521

種類 対 象 者 等 内 容

配食サービス

65 歳以上のひとり暮らし、高齢者のみの世帯、

これに準ずる世帯で食材の確保・調理が困難な方

※隣接地に親族が居住している場合は非該当

月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く）で希望

する日の昼食をお届けするとともに、安否の確認を

します。☆利用料金 １食 300 円

緊急ホーム

ヘルパー派遣

介護保険が非該当（または介護申請中）で、日常

生活に支援が必要なおおむね 65 歳以上のひとり

暮らしの方、または高齢者のみの世帯

家事援助、（一時的な）身体介護

☆利用回数・時間

１週間に１回（90 分以内）

☆利用料金

利用回数に関係なく月額 1,234 円

軽度生活

援助長派遣

65 歳以上の日常生活に支援が必要な方で下記いず

れにも該当する方

・ひとり暮らし、または高齢者のみの世帯

・市民税非課税世帯

☆サービス内容と利用料金（※）

利用サービスの１割を負担していただきます。

平成 24 年１月現在の負担額

・掃除、除草、買物、外出援助：

１時間あたり 77 円

・簡単な修繕・補修、塗装、低木の剪定等：

１時間あたり 121 円

※材料費等は自己負担です。

利用料金は、変更になることがありますので

お問い合わせください。

☆利用時間 １週間あたり２時間以内

在宅高齢者

短期入所

おおむね 65 歳以上の介護保険認定対象外の方で、

下記のいずれかに該当する方

①体上または精神上の著しい障がいがあるため、

常時の介護を必要とする方

②身体上または精神上の著しい障がいがあるた

め、 日常生活を営むのに支障がある方

養護老人ホーム、特別養護老人ホームで、短期宿泊

を利用します。

☆利用期間

原則として７日以内

☆利用料金

利用サービスの１割を負担していただきます。

（1 日 500 円前後）その他にも、食事代など生活に

必要な経費が別途にかかります。

日常生活用具

購入費助成

在宅の 65 歳以上の方に、介護保険メニユー外の日

常生活用具購入費を助成します。

② 磁調理器

②火災警報器

③自動消火器

【次のいずれにも該当する方】

〔ｱ〕おおむね 65 歳以上のひとり暮らし等で、心

身機能の低下に伴い、防火等の配慮および支援

が必要な方

〔ｲ〕市民税非課税世帯

④老人福祉車(シルバーカー)：満 65 歳以上の方

で歩行に際し杖等を必要とする方

⑤小型暖房器具：満 65 歳以上の方で、暖房器具が

必要な方

※⑤は１世帯１台限り、灯油ストーブは対象外

☆申請方法

申請書に必要事項を記入のうえ、印鑑、購入領収書、

振込先通帳をお持ちください。

※購入領収書：福祉用具を利用する方名義、品目

の明記、販売店の社判または担当者印のあるもの

☆助成額(助成限度額)

①電磁調理器:10,000 円上限

②火災警報器:7,000 円上限

③自動消火器:12,000 円上限

④老人福祉車：購入費の 1/2 7,500 円上限

⑤小型暖房器具：④と同じ

生活支援サービス
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種類 対 象 者 等 内 容

福祉用具

レンタル料助成

在宅の 65 歳以上の方に、介護保険・障

がい者福祉以外の日常生活用具レンタ

ル料を助成します。

①動小型吸引機

②特殊寝台

③じょくそう予防用具

契約日から 30 日以内に申請書に必要事項を記入の上、

印鑑、事業者との契約書をお持ちください。

☆助成額

レンタル料の９割

☆助成限度額（1 か月あたり）

①電動小型吸引機:2,700 円

②特殊寝台:13,500 円

③じょくそう予防用具:5,400 円

☆助成期間

レンタル開始日を含む月より６か月まで

緊急通報装置の

貸与

日常生活に支援が必要なおおむね 65 歳

以上のひとり暮らしの方等

緊急時にボタンで受信センターに通報する装置を設置しま

す。※概ね５分以内でかけつけられる協力長の登録が必要

です（なるべく２人以上）。

在宅ねたきり老人

等介護手当支給

在宅で要介護３・４・５の認定を受けて

いる方を、常時同居して介護している方

(住民票上も同一世帯である方)

月額 3,000 円の手当を年２回に分けて介識者の□座に振り

込みます。

☆支給月 ①10 月：４～９月分 ②４月：１０～３月分

※現況届により、在宅の状況を確認させていただきます。

紙おむつ購入費

助成

【下記のいずれにも該当する方】

・在宅で要介護３・４・５の認定を受け

ている方

・図常時紙おむつを使用している方

※尿取りパットのみ使用、外出時のみ使

用の方は 対象外

月額 3,500 円の助成金を年２回に分けて紙おむつ利用者の

□座に振り込みます。

☆支給月

①10 月：４～９月分

②４月：１０～３月分

※支給前に、現況届により在宅の状況を確認させていた

だきます。

いきがい支援サービス

種類 対 象 者 等 内 容

敬老祝金

９月１日（基準日）で、本市に引

続き１年以上居住し、当該年度に

85 歳､90 歳､95 歳､100 歳、101

歳以上の誕生日を迎える方

85 歳: 10,000 円 90 歳: 20,000 円

95 歳: 30,000 円 100 歳: 100,000 円

101 歳以上: 50,000 円

※ご長寿を祝し、９月中に贈呈します。

老人福祉センター

および

健康福祉施設

どなたでも利用できます。

※利用手続きについては、各施

設に問い合わせください。

・長寿園（薗部町２丁目）22-0333

・泉寿園（今泉町１丁目）27-3818

・福寿園（千塚町）31-3666

・ゆうゆうプラザ（大平町西野田）45-2601

・渡良瀬の里（藤岡町赤麻）62-1635

・都賀老人憩いの家 白寿荘（都賀町原宿）27-7772

・西方ふれあいプラザ（西方町元）92-0800

シルバー人材

センター

①働きたい方：

おおむね 60 歳以上の方
①入会説明会を受けください。 年会費 3,000 円

②サービスを利用できる方：

どなたでも利用できます。
②電話で申し込みください。

※①②とも詳細はシルバー人材センターヘお問い合わせください。

栃木センター 23-4165 大平事業 43-0155

藤岡事業所 62-1534 都賀事業所 27-8812 西方事業所 92-8390

老人クラブ・

老人クラブ連合会
おおむね 60 歳以上の方

・生活を豊かにする楽しい活動 ・地域を豊かにする社会活動

入会を希望される方は、最寄りの老人クラブに申し込みください。

栃木支部 27-8885 大平支部 43-0294 藤岡支部 62-5861

都賀支部 28-0254 西方支部 92-8080
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見守り・相談機関

種類 対 象 者 等 内 容

高齢者ふれあい

相談員

70 歳以上のひとり暮らしの方、

または高齢者のみの世帯

週１回程度家庭を訪問し、安否の確認や相談に応じます。

実施地域：栃木・都賀地域 （平成 23 年現在）

地域包括支援

センター

高齢者で生活や介護などの心

配ごとや悩みごとをかかえて

いる方

様々な制度や地域の関係機関等との連携による総合的な支援を行います。

・栃木地域包括支援センター（福祉庁舎内）21-2538 ・ 2539

・大宮地区包括支援センター（大宮公民館内）28-2113

・皆川地区包括支援センター（皆川公民館内）22-3991

・吹上地域包括支援センター（吹上公民館内）31-1002

・寺尾地区包括支援センター（寺尾公民館内）31-1120

・国府地域包括支援センター（国府公民館内）27-3855

・大平地域包括支援センター（ゆうゆうプラザ内）43-1 550

・藤岡地域包括支援センター（藤岡総合支所内）62-0911

・都賀地域包括支援センター（都賀保健センター内）28-0772

・西方地域包括支援センター（西方保健センター内）92-0032

①対象者

平成 23 年 10 月１日以降に運転免許のすべてを自主返納

した 65 歳以上の方

②支援の内容

蔵タク回数券 3､000 円（300 円券１１枚綴り）を３冊交

付します。なお、障がい者等については、蔵タク乗車回数券

1､500 円（150 円券１１枚綴り）を３冊交付します。

※支援は、１回限りとなります。

③申請の期限

警察署などで取得する「申請による運転免許の取消通知書」

の交付日から１年間

④申請に必要なもの

・運転免許証返納時に交付される「申請による運転免許の

取消通知書」

・印鑑 ・身体障害者手帳など（手帳をお持ちの方のみ）

⑤申請する窓口

栃木市役所 交通防犯課

⑥運転免許証自主返納のお問い合わせ先

栃木警察署交通総務課（25-0110）

①対象施設

長寿園（22-0333）福寿園（31-3666）

泉寿園（27-3818）ゆうゆうプラザ（45-2601）

渡良瀬の里（62-1635）

②対象人数

１０名以上 25 名以下の団体

※10 名以下の場合は、対象施設にご相談ください。

③申込窓口

利用したい施設へ直接お申し込みください。

高齢者運転免許証自主返納支援制度 老人福祉センター等への団体無料送迎事業
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対 象 者 等 内 容

40 歳以上の方が加入します。

・第１号被保険者（65 歳以上の方）

寝たきりや認知症などで介護や支援が必要であると「認

定」を受けた場合に、介護サービス・介護予防サービスを

利用できます。

・第２号被保険者（４０歳～64 歳までの方）

加齢に伴う疾病（法律で定められた 16 種類の疾病）が原

因で「要介護認定」を受けた場合に、介護サービス・介護

予防サービスを利用できます。

・被保険者証の送付

披保険者証は、65 歳以上の方全員に郵送していま

す。 65 歳の誕生日までに本人あて郵送します。

第２号被保険者は、要介護認定を受けた方に郵送し

ます。

・自己負担

本人負担は原則として介護サービス費の１割です。

対 象 者 等 内 容

・第１号被保険者（65 歳以上の方）前年の所得に基づい

た所得段階ごとに、個人の定額の保険料となります。・第

２号被保険者（40 歳～64 歳までの方）加入している医療

保険の保険料と介護保険料分を合わせて医療保険料とし

て納めていただきます。詳しくは、加入している医療保険

者へ問い合わせください。

※詳細は、市民税課へお問い合わせください。

※介護サービス・介護予防サービスを利用するためには要介

護認定の申請が必要です。

要介護認定の申請は、栃木市役所介護保険課にて受付をしています。申請すると介護認定調査員が自宅等を

訪問し、心身の状況について本人や家族から聞き取り調査を行います。

また、本人の主治医に心身の状況についての意見書を作成してもらいます。認定調査の結果と医師の意見書を

基に、保健･医療･福祉の専門家で構成する「介護認定審査会」で審査を行い、介護を必要とする度合い（要介

護状態区分）が判定されます。

認定結果の通知は、市から認定結果通知書と結果が記載された被保険者証が郵送されます。

介護保険課 21-2531

介護保険制度は、介護を社会全体で支え、利用者自身が選択した介護サービスを安心して受けられる制度です。

介護保険

認定・サービスについて

介護保険料について

・間合先

○認定・サービスについて

○介護保険料について

介護保険課

市民税課
21-2531
21-2123
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名 称 所 在 地 電話

【西方地域】

認定西方なかよしこども園 西方町本郷 516-2 92-2900 延長・一時預かり

子ども
子育て支援サービス・手当・相談

保育課 21-2518 こども課 21-2512

日中家庭で保育を受けられないお子さんをお預かりする施設です。

また、延長保育､一時預かり､休日保育なども行っています。

名 称 所 在 地 電話

【栃木地域】

いまいずみ保育園 今泉町２丁目 2-1 22-1022 延長

いりふね保育園 入舟町 3-23 22-2483

おおつか保育園 大塚町 640-1 27-5343

はこのもり保育園 箱森町 36-31 23-4827 延長・一時預かり

そのべ保育園 薗部町１丁目 13-20 24-6245

ぬまわだ保育園 沼和田町 17-20 24-8522

【大平地域】

大平西保育園 大平町富田 1447 43-2545 延長・一時預かり

大平南第１保育園 大平町西水代 1705-2 43-2704 延長

大平南第２保育園 大平町榎本 880-18 43-7232

大平泉保育園 大平町上高島 690 43-5192

【藤岡地域】

三鴨保育園 藤岡町甲 64-2 62-2850 一時預かり

赤麻保育園 藤岡町赤麻 1711-2 62-3192

部屋保育園 藤岡町蛭沼 1232-1 67-2150

藤岡保育園 藤岡町藤岡 1135-4 62-3749 延長

【都賀地域】

都賀よつば保育園 都賀町原宿 675-1 29-1234 延長

保育園

※その他民間保育園もあります。

幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設です。認定こども園
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市民が作ったとちぎ市への避難・移住ガイドブック

2013年1月25日 第2版発行

発行者

まちごと疎開蔵の街とちぎプロジェクト

市民活動推進センターくらら
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